


































アキソン製剤 7 製品にカルシウムを添加すると IMPが生成し、粒子数・径
に製剤間差が認められた。その一因を検討したところ、各製剤の夾雑物
thiotriazinone 含有量と IMP 生成には負の相関性が認められた。本夾雑
物が IMP の核生成を抑制し、成長速度を低下させたと考えられる。輸液ル
ートを用いた検討では、特に、高濃度のセフトリアキソン注射液を低速度
条件下で投与した際、毛細血管内径(5～10 µm)を超える 5～25 µm 以上の
比較的大きな IMP が生成することが明らかとなり、カルシウム含有製剤が
流れる主管を止めて輸液ルートをフラッシュし、セフトリアキソンを側管
から投与することで IMP生成が抑制された。臨床使用において沈殿物が目
視できない場合でも、安易に同時投与しないことが重要と考えられた。 
【総括】両剤の同時投与による配合変化では目視で確認できない IMP が生
成されるため、視覚的な外観評価は難しくその危険性が認知されにくい。
本研究で得られた種々の科学的エビデンスをもとに、セフトリアキソン製
剤の適正な臨床使用の指針を作成中である。 
 
 
